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環境中空間線量率の将来予測のため、多成分の環境半減期を持つモデルを開発する。各成分の構成割合は

KURAMA データを基に機械学習の一種 LASSO 解析により得た。規格化した各環境半減期の構成割合の条件

別平均値を適用して空間線量率分布を予測し、その精度を統合マップとの比較で評価した。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所事故後、空間線量率の分布が様々な

方法で測定され、異なる手法で測定された結果をベイズ統計手法で

統合したマップ（統合マップ[1]）等により公開されてきた。原子力

機構では、環境回復を含む将来計画の策定や見通しに役立てるた

め、空間線量率の実際的な減少傾向を予測するモデルの開発・改良

を進めている。従来、2 成分の環境半減期を持つ予測モデルが検討

されていたが、最近では 3 成分以上の環境半減期の可能性が指摘さ

れている。そこで、筆者らは多成分の環境半減期を持つ予測モデル

の開発を進めている。 
2. 方法 予測モデルでは 0.1 年から 50 年までの 50 種類設定した環

境半減期の各成分に各構成割合を乗じた値の総和に物理減衰を考

慮し、最後に定数を加えた式で空間線量率の予測値は計算される。

まず、2011～2016 年における計 13 回の KURAMA システム（自動

車サーベイ）による測定結果に対し、機械学習の一種である LASSO
解析[2-4]を行い、環境半減期の各成分の構成割合を得た。次に、規

格化したその構成割合の条件別（初期の空間線量率区分及び土地利

用）平均値からなる環境半減期プロファイル(図１)を基に、事故初

期を基準とした空間線量率の減衰割合の時間変化を計算した。続い

て、2016 年の統合マップデータを起点に予測モデルによる上述の減衰割合の比(2022 年/2016 年等)を利用し

て、2017～2022 年の予測値を計算し同期間の実測に基づいて作成された統合マップデータと比較した。 
3. 結果 統合マップとの比較により、本モデルは 2016 年を起点として予測した場合、2022 年までの空間線

量率を平均数 10％以内の不確かさで予測できることを確認した。全体的に予測モデルの方が統合マップより

も低めに出る傾向があった。これは本モデルが空間線量率の減少が速い道路上で測定された走行サーベイ

(KURAMA)データの解析結果に基づいている理由による。他に、純粋な森林では空間線量率の減少が遅くな

り、都市環境での放射性セシウムの動態が複雑になる等を示唆する結果を本モデルは与えている。 
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図 1 環境半減期プロファイル 
[水田の例；下図は上図の縦軸を拡大] 
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